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Prは， ( )Pr C p p1n r r n r-= -
株価モデル2の拡張である株価モデル3においては，確率変数Xiを，コインを投げて表が出
れば u (u>0), 裏が出れば d (d>0) とする。株価モデル3は，以下のようにXiの積へと変わる。
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株価モデル3の定義式の右辺と左辺の対数をとったものが株価モデル4である。確率変数Xi






























































A) 全事象ΩについてP(Ω)=1ですべての事象Bに対して ( )P B 0$
B) 排反な事象列{An}に対して， )( ( )P A P An n n n1 1, =
3 3





































































































































有○　     有　      有○　   有○　     有 












場所をオブジェクトとして考えると，それぞれの場所がA，B, Cとなる確率は，A: 50 %, B:
















50％　   50％　   50％　    50％　   50％　   50％　   50％　   50％　    50％　   50％ 
30％　   30％　   30％　    30％　   30％　   30％　   30％　   30％　    30％　   30％ 





A１　 A２　 A３　  A４　 A５　 B１　 B２　 B３　 C１　 C２ 
有○　有○　  有　    有　   有　    有　   有　    有　    有　 有○ 
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  2 
赤球１   赤球２　赤球３　赤球４　 白球１　白球２　白球３ 
有○　   有○　     有　        有　        有　      有○　     有 
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